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Ⅱ－４（１） 成果と課題

中学校国語成 果 課 題

改善が見られた内容

○「竹取物語」の現代語訳に対応する古文を選ぶ
こと
関連問題 Ａ９七
○発表の中で，オカリナを演奏するタイミングの理
由を，ノートの内容と関係付けて書くこと
関連問題 Ｂ１三

引き続き課題である内容

新たに成果が見られた内容 新たに課題が見られた内容

○ 「青い（形容詞）」と「青さ（名詞）」の品詞の違
いを理解すること
関連問題 Ａ９四
○雑誌の記事を読んで，要旨を捉えること
関連問題 Ｂ２二

○「永」という字を，毛筆を用いて楷書で書くこと
敬語「参ります」を理解し，適切に使うこと
関連問題 A２二 Ａ９三ウ
○事前の準備を基に，聞き手の反応に合わせた
発表をすること
関連問題 Ｂ１一

○文章とグラフから２０２０年の社会を予想して，
自分は社会とどのように関わるのかについて書
くこと
関連問題 Ｂ２三
○物語の最後の一文はあった方がよいかどうか
について，自分の考えと根拠を書くこと
関連問題 Ｂ３三
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Ⅱ－４（２） 改善が⾒られた問題

2

中学校国語
●A９七（本県７５．７％，全国７５．３％，＋０．４）

改善された課題 ○ 「竹取物語」の現代語訳に対応する古文を選
ぶこと

七

次
は
、
【
漫
画
の
一
部
】
と
そ
の
場
面
の
【
古
典
の
文

章
の
一
部
】
で
す
。
【
古
典
の
文
章
の
一
部
】
の
（

）

の
中
は
現
代
語
訳
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん

で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
漫
画
の
一
部
】

（
省
略
）

【
古
典
の
文
章
の
一
部
】

「
何
事
思
ひ
た
ま
ふ
ぞ
。
お
ぼ
す
ら
む
こ
と
、
何
事
ぞ
」
と

言
へ
ば
、
「
思
ふ
こ
と
も
な
し
。
物
な
む
心
細
く
お
ぼ
ゆ

る
」
と
言
へ
ば
、
翁
、
「
月
な
見
た
ま
ひ
そ
。
こ
れ
を
見
た

ま
へ
ば
、
物
お
ぼ
す
気
色
は
あ
る
ぞ
」
と
言
へ
ば
、
「
い
か

で
月
を
見
で
は
あ
ら
む
」
と
て
、
（
や
は
り
月
が
出
る
と
、

縁
側
に
出
て
座
り
、
た
め
息
を
つ
い
て
い
る
。
）

１

︻
漫
画
の
一
部
】
の
④
に
あ
る
□
の
部
分
は
、
【
古
典

の
文
章
の
一
部
】
の
ど
の
部
分
と
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

対
応
し
て
い
る
部
分
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
【
古

典
の
文
章
の
一
部
】
の
線
部
㋐
か
ら
㋓
ま
で
の
中
か
ら
一

つ
選
び
な
さ
い
。

今後更に⼒を伸ばすために
本設問を活かした学習指導例
○ 古典に親しむための指導の工夫
・「竹取物語」の本のジャンルは何か考える。

発問例「自分なら，書店のどのコーナーに並べ
ますか。」
「かぐや姫」の話を想起し，ミステリー，ＳＦ
など，どのジャンルか自分なりに予想する。
「人物相関図」の作成を通して，あらすじをと
らえる。

・書店のどのコーナーに並べるかについて，自分の
決めた根拠を，古文の文中の言葉や場面から探し，
自分の考えの理由を読書経験や体験と関連付けて
説明する。

熊本県学⼒調査における関連問題
平成２６年度県学力調査の中１問題３で，狂言

「神鳴り」について，古文と現代語訳の対応を考
えて要約する問題を出題しています。
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Ⅱ－４（３） 新たに成果が⾒られた問題
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中学校国語
●Ｂ１一（本県７５．６％，全国７３．２％，＋２．４）

問題の趣旨 ○ 事前の準備を基に，聞き手の反応に合わせた
発表をすること

１

森
田
さ
ん
は
、
国
語
の
時
間
に
、
自
分
の
特
技
に
つ
い
て
ス

ピ
ー
チ
を
す
る
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

次
は
、
発
表
の
際
に
使
用
す
る
【
ノ
ー
ト
】
と
【
フ
リ
ッ
プ
】

で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

一

森
田
さ
ん
が
、
【
ノ
ー
ト
】
の
「
そ
の
他
の
情
報
」
の
欄
に
書

い
た
こ
と
は
，
ど
の
よ
う
な
場
合
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
。
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
う
ち
，
適
切
な
も
の
を
二
つ
選
び
な

さ
い
。

１

発
表
の
順
番
を
場
の
様
子
に
応
じ
て
変
え
る
場
合
。

２

聞
き
手
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
に
答
え
る
場
合
。

３

時
間
に
余
裕
が
あ
る
と
き
に
付
け
足
し
て
説
明
す
る
場
合

４

言
葉
の
抑
揚
や
強
弱
、
間
の
取
り
方
を
変
え
る
場
合

今後更に⼒を伸ばすために
本設問を活かした学習指導例
○ 目的や状況，相手に応じた資料の効果的な活用

「スピーチで思いを伝えよう」
・話の要点を明確にする。
・聞き手の理解を促すための資料を準備する。
・資料や話は，聞き手の反応や時間的な余裕に応じ
て追加や変更できるものも準備する。

・時間を計りながら，ペアや班で練習する。
・練習後に，分かりやすかったもしくは分かりにく
かった点について，内容や資料を根拠とし，理由
を交えて具体的に助言する。

熊本県学⼒調査における関連問題
毎年，県学力調査では，聞き取り問題で発表
や話し合いの工夫に関する問題を出題していま
す。平成２６年度の中２問題１では，事前の準備
で発表メモを作る問題を出題しています。

発表の流れ その他の情報
※状況に応じ
て使用する

■聞き手を見
てから話し
始める

〇始めの言葉

・オカリナは
ハトの形に
似た楽器。

・イタリアで
生まれた世
界に広まっ
た。

・イタリア語
では，「小
さなガチョ
ウ」という
意味である。

※ガチョウの
頭の形に似
ているなど
様々な説が
ある。

■問いかけて
間を置く

以下省略
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Ⅱ－４（４） 引き続き課題である問題

4

中学校国語

●Ｂ２三（本県２４．１％，全国２３．０％，＋１．１）

課題

課題となった問題

指導のポイント

○ 複数の資料を読んで問題意識をもったり新たな発想を得たりするなど適切
な情報を得て，自分の考えを具体的に書くこと
【誤答例】 ・設問の自分が社会にどのように関わっていきたいかを，具体的

に書いていない（４５．０％）
・資料の内容を適切に書いていない（２５．９％）

○ 誤答について
多様な情報に触れながら，問題意識を持つことや新たな

発想を持つことに課題があります。また，自分が予想した
ことや自分がやりたいことなどを具体的に書くことに課題
があります。

○ 指導について
複数の本や資料から得た情報を，自分と結び付けて考え

ることが重要です。その際，資料に書かれていることを正
確に理解した上で，感じたことや考えたことを他の人に話
したり，文章に書いたりして，新たな気付きや問題意識を
明らかにすることが大切です。
自分の考えを深めたり広げたりするには，図書館等を利

用し，主体的に情報を探すことも必要です。
【参考】 平成２４年度全国学力学習状況調査問題

【小学校】Ｂ３四

２

次
の
資
料
は
、
【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、

【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
（
予
想

を
含
み
ま
す
。
）
、
【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
で

す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

三

あ
な
た
は
、
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
ど
の
よ
う
な

社
会
に
な
っ
て
い
る
と
予
想
し
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の

社
会
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

か
。
あ
な
た
の
考
え
を
、
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に
し

た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二

本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

条
件
１

資
料
【
Ａ

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
文
章
】
、

【
Ｂ

日
本
の
人
口
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
、

【
Ｃ

雑
誌
の
記
事
の
一
部
】
の
中
か
ら
い
ず

れ
か
二
つ
を
選
び
（
ど
の
資
料
を
選
ん
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
）
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
取
り
上

げ
て
具
体
的
に
書
く
こ
と
。

条
件
２

「
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
」
に
続
け
て
、

八
十
字
以
上
、
百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
。
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Ⅱ－４（５） 新たに課題が⾒られた問題

5

中学校国語

●Ａ９四（本県３２．８％，全国３３．７％，－０．９）

課題

○ 誤答について
名詞が主語の場合など，品詞が文中でどのような成
分になるかの理解に課題があります。
「青い」という単語がもつ文法的な役割や品詞の名称

の理解に課題があります。
○ 指導について
単語を正しく類別するためには，文法的な知識として
学習するだけではなく，具体的な文章を通して考えるよ
うに指導します。
例えば、伝えたい内容を明確にするためには，どんな

語順にすればよいか検討させるとともに，それぞれの単
語が文の中でどんな働きをしているのか考えさせます。
これは目的に応じた文章を書くことにもつながります。
「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の領域の学

習の中で，単語の類別について意図的に取り上げること
も知識の定着を図るうえで大切です。

課題となった問題

指導のポイント

○ 名詞が主語となるなど，それぞれの品詞が文のどのような成分になるかを理
解すること
【誤答例】 ・形容詞と解答（２３．５％）

・形容動詞と解答（３４．４％）

四

次
の
文
章
の
（
①
）
と
（
②
）
に
当
て
は
ま
る
も
の

と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で

の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
な
さ
い
。

私
は
伝
え
た
い
内
容
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
、
次
の

ア
の
文
を
イ
の
文
に
変
え
ま
し
た
。
イ
の
文
の
方
が
、

器
の
色
が
特
に
目
を
引
き
つ
け
た
こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
「
青
い
」
と
い
う
（
①
）
を
、
「
青
さ
」
と
い

う
（
②
）
に
変
え
て
、
主
語
に
し
て
い
る
た
め
で
す
。

ア

大
き
な
青
い
器
が
私
の
目
を
引
き
つ
け
た
。

↓

イ

大
き
な
器
の
青
さ
が
私
の
目
を
引
き
つ
け
た
。

１

名
詞

２

動
詞

３

形
容
詞

４

形
容
動
詞
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Ⅱ－４（６） 質問紙調査

6

多くの生徒が，記述式問題の解答を最後まで書こう
と努力しています。一方，話の組み立てを工夫して発
表したり，考えの理由が分かるように書いたりするこ
とは，全国平均より低い傾向にあります。

○ 今回の国語の問題について，解答を文章で書く
問題がありましたが，最後まで解答を書こうと努
力しましたか。
「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」

• 本県77.3％，全国76.4％，差＋0.9
（昨年度より縮小）

● 国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝
わるように話の組み立てを工夫していますか。
「当てはまる」

• 本県10.7％，全国14.4％，差－3.7
（昨年度より拡大）

● 国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由
が分かるように気を付けて書いていますか。
「当てはまる」

• 本県18.1％，全国22.0％，差－3.9
（昨年度より拡大）

○ 国語の指導として，前年度までに，目的や相手
に応じて話したり聞いたりする授業を行いました
か。 「よく行った」

• 本県23.7％，全国21.3％，差＋2.4
（昨年度より縮小）

● 国語の指導として，前年度までに，様々な文章を
読む習慣を付ける授業を行いましたか。
「よく行った」

• 本県20.1％，全国25.4％，差－5.3
（昨年度より拡大）

● 国語の指導として，前年度までに，漢字・語句な
ど基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行
いましたか。 「よく行った」

• 本県50.3％，全国60.3％，差－10.0
（昨年度より縮小）

生徒質問紙
目的や相手に応じて話したり聞いたりする取組の実
施状況は高い傾向にあります。一方，様々な文章を
読む習慣を付けることや，基礎的・基本的な事項を定
着させる授業の実施状況は，低い傾向にあります。

学校質問紙
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Ⅱ－４（７） 今後の取組

○ 外部検討委員と協議により、修正
なし

学⼒調査結果の分析から明らかになった国語科の課題改善のため
次の点に取り組みましょう。

これまでの継続的な課題

新たに明らかになった課題

○複数の資料から必要な情報を
選び，それを活用して自分の
考えを具体的に書くこと

○文章の構成や展開を踏まえて，
根拠を明確にして自分の考え
を書くこと

○単語の品詞の類別について理
解すること

○雑誌の記事を読んで，要旨を
的確に捉えること

授業の中で

日々の取組の中で

○課題解決の方法や展開をイメージした板書をす
ること
○振り返りやまとめは，めあてと照らして行うこと
○自分の考えを表現する際は，目的や条件に応じ
て，考えの根拠と理由も書かせること
○単元後に，練習問題に取り組むこと

○授業内容に応じた課題を家庭学習で出し，その
取組は確認すること
○語彙を豊かにするために，辞書で調べる習慣を
身に付けさせること
○読書量を増やすために，朝読書や全校一斉読
書等の読書活動を推進すること

取

組


